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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第31期

第２四半期
連結累計期間

第32期
第２四半期
連結累計期間

第31期

会計期間
自平成28年６月１日
至平成28年11月30日

自平成29年６月１日
至平成29年11月30日

自平成28年６月１日
至平成29年５月31日

売上高 （百万円） 75,725 80,062 155,379

経常利益 （百万円） 2,930 2,251 5,921

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 1,746 1,152 3,553

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 1,730 1,225 3,577

純資産額 （百万円） 28,678 31,465 30,565

総資産額 （百万円） 52,009 60,083 56,535

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 124.35 81.89 252.82

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） 124.21 81.86 252.60

自己資本比率 （％） 55.0 52.2 53.9

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 2,693 1,700 8,073

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △3,700 △4,279 △10,411

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △395 1,949 1,653

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 4,712 4,801 5,431

 

回次
第31期

第２四半期
連結会計期間

第32期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成28年９月１日
至平成28年11月30日

自平成29年９月１日
至平成29年11月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 57.41 31.73

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　なお、当社は、平成29年９月30日を効力発生日とし、当社の100％出資連結子会社であるＤブレッド株式会社を吸

収合併しております。

EDINET提出書類

大黒天物産株式会社(E03423)

四半期報告書

 2/17



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1) 業績の分析

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、緩やかな回復基調が続くものの、米国政権の動向や欧州の政

治情勢の不安定さ、中国をはじめとするアジア新興国の経済動向など、依然として先行き不透明な状況が続いてお

ります。

　小売業界におきましては、業種・業態を超えた販売競争の激化やパート・アルバイトの採用難が深刻になるな

ど、大変厳しい状況で推移いたしました。

　このような環境の中、当社グループでは食の安心・安全を確保するための品質・鮮度管理の徹底や、商品の販売

価格を更に値下し、『大幅値下宣言』として唱えた販売戦略を実践してまいりました。成長戦略として、岡山県に

２店舗、大阪府、岐阜県、香川県、石川県にそれぞれ１店舗の計６店舗の新規出店と、店舗の老朽化に伴う既存店

の建替えを１店舗、生鮮食品部門を強化した大幅改装を６店舗で実施いたしました。

　これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は800億６千２百万円（前年同期比5.7％増）、販売強化のた

めの人員投入による人件費の増加や電力料金の値上げなどによる販売費及び一般管理費の増加により、経常利益は

22億５千１百万円（前年同期比23.2％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は11億５千２百万円（前年同期比

34.0％減）となりました。

　なお、当社グループのセグメントの業績につきましては、小売事業以外に、飲食業、卸売事業等を営んでおりま

すが、重要性が乏しいため記載を省略しております。

 

財政状態の状況につきましては、次のとおりです。

（流動資産）

　当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、135億６千９百万円となり、前連結会計年度末に比

べ３千７百万円減少いたしました。その主たる変動要因は、商品及び製品の増加（41億７千５百万円から51億７

千３百万円へ９億９千７百万円増加）などに対し、現金及び預金の減少（54億３千１百万円から48億１百万円へ

６億２千９百万円減少）とその他の流動資産の減少（33億３千３百万円から29億５千７百万円へ３億７千６百万

円減少）などによるものであります。

（固定資産）

　当第２四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、465億１千３百万円となり、前連結会計年度末に比

べ35億８千５百万円増加いたしました。その主たる変動要因は、有形固定資産の増加（335億５千３百万円から

368億７千６百万円へ33億２千２百万円増加）と投資その他の資産の増加（91億９千万円から94億７千５百万円

へ２億８千４百万円増加）などによるものであります。

（流動負債）

　当第２四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、213億３千８百万円となり、前連結会計年度末に比

べ30億５千８百万円増加いたしました。その主たる変動要因は、支払手形及び買掛金の減少（101億６千９百万

円から99億８千１百万円へ１億８千８百万円減少）と未払法人税等の減少（13億８千万円から12億４千１百万円

へ１億３千８百万円減少）などに対し、短期借入金の増加（20億６千８百万円から50億７千６百万円へ30億８百

万円増加）とその他の流動負債の増加（43億２千８百万円から46億８千５百万円へ３億５千６百万円増加）など

によるものであります。

（固定負債）

　当第２四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、72億７千９百万円となり、前連結会計年度末に比べ

４億９百万円減少いたしました。その主たる変動要因は、資産除去債務の増加（17億９千９百万円から19億４千

２百万円へ１億４千２百万円増加）などに対し、長期借入金の減少（41億７千８百万円から36億円へ５億７千８

百万円減少）などによるものであります。
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（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、314億６千５百万円となり、前連結会計年度末に比べ

８億９千９百万円増加いたしました。その主たる変動要因は、利益剰余金の増加（273億５百万円から281億６百

万円へ８億円増加）などによるものであります。

 

(2) キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末と比べ

６億２千９百万円減少し、48億１百万円（前第２四半期連結会計期間末に比べ８千９百万円増加）となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動により得られた資金は、17億円（前第２四半期連結累計期間の26億９千３百万円の資金の獲得に比べ

９億９千３百万円の減少）となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益（22億５千１百万円）、資金

の支出を伴わない減価償却費（22億７千１百万円）、その他の流動資産の減少額（２億７千９百万円）などによ

る資金の増加要因が、たな卸資産の増加額（９億４千３百万円）、仕入債務の減少額（１億８千８百万円）、そ

の他の流動負債の減少額（８億４千４百万円）、法人税等の支払額（12億５千７百万円）などによる資金の減少

要因を上回ったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動により支出した資金は、42億７千９百万円（前第２四半期連結累計期間の37億円の資金の支出に比べ

５億７千８百万円の支出の増加）となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出（40億７千６百万

円）、差入保証金の差入による支出（１億６千４百万円）などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動により得られた資金は、19億４千９百万円（前第２四半期連結累計期間の３億９千５百万円の資金の

支出に比べ23億４千４百万円の収入の増加）となりました。これは、短期借入金の純増額（29億８千４百万円）

などによる資金の増加要因が、長期借入金の返済による支出（６億１千５百万円）、配当金の支払額（３億５千

１百万円）などによる資金の減少要因を上回ったことによるものであります。

(3) 事業上及び財務上対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

(5) 従業員数

当第２四半期連結累計期間において、従業員数の著しい増減はありません。

 

(6) 主要な設備

当第２四半期連結累計期間において、新たに確定した主要な設備の新設計画はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 43,600,000

計 43,600,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成29年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年１月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 14,466,000 14,466,000
東京証券取引所

（市場第一部）

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

り、単元株式数は

100株であります。

計 14,466,000 14,466,000 － －

 （注）「提出日現在発行数」欄には、平成30年１月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
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（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

 平成29年９月１日～

 平成29年11月30日

（注）

1,300 14,466,000 1 1,648 1 1,810

 （注） 新株予約権の行使による増加であります。

 

（６）【大株主の状況】

  平成29年11月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

大賀　昭司 岡山県倉敷市 5,948,000 41.11

大賀　公子 岡山県倉敷市 720,000 4.97

大賀　昌彦 岡山県倉敷市 720,000 4.97

BBH FOR FIDELITY LOW-PRICED

STOCK FUND （常任代理人　株

式会社三菱東京ＵＦＪ銀行）

245 SUMMER STREET BOSTON, MA

02210 U.S.A.

（東京都千代田区丸の内２丁目７－１）

602,300 4.16

STATE STREET BANK AND TRUST

COMPANY (常任代理人　香港上海

銀行東京支店）

ONE LINCOLN STREET，BOSTON MA USA

02111

（東京都中央区日本橋３丁目11－１）

570,800 3.94

大賀　愛子 岡山県倉敷市 480,000 3.31

大賀　大輔 岡山県倉敷市 480,000 3.31

大賀　友貴 岡山県倉敷市 480,000 3.31

日本トラスティ・サービス信託

銀行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８－11 406,400 2.80

日本マスタートラスト信託銀行

株式会社（信託口）
東京都港区浜松町２丁目11番３号 343,300 2.37

計 － 10,750,800 74.31

（注）１.日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）の所有株式406,400株は、信託業務に関するものです。

　　　２.日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）の所有株式343,300株は、信託業務に関するものです。

　　　３．上記の他自己株式が389,480株あります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成29年11月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）  普通株式　　　389,400 － －

完全議決権株式（その他）  普通株式　 14,074,600 140,746 －

単元未満株式  普通株式　　　　2,000 － －

発行済株式総数 14,466,000 － －

総株主の議決権 － 140,746 －

 

②【自己株式等】

平成29年11月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

（自己保有株式）

大黒天物産株式会社

岡山県倉敷市堀南

704番地の５
389,400 － 389,400 2.69

計 － 389,400 － 389,400 2.69

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

大黒天物産株式会社(E03423)

四半期報告書

 7/17



第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成29年９月１日から平

成29年11月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年６月１日から平成29年11月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成29年５月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年11月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,431 4,801

受取手形及び売掛金 78 103

商品及び製品 4,175 5,173

仕掛品 214 185

原材料及び貯蔵品 373 349

その他 3,333 2,957

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 13,606 13,569

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 20,979 23,003

土地 6,336 6,539

その他（純額） 6,236 7,332

有形固定資産合計 33,553 36,876

無形固定資産 184 162

投資その他の資産   

建設協力金 1,735 1,695

差入保証金 3,598 3,733

その他 3,915 4,104

貸倒引当金 △57 △57

投資その他の資産合計 9,190 9,475

固定資産合計 42,928 46,513

資産合計 56,535 60,083
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成29年５月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年11月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 10,169 9,981

短期借入金 2,068 5,076

未払法人税等 1,380 1,241

賞与引当金 330 353

資産除去債務 2 －

その他 4,328 4,685

流動負債合計 18,280 21,338

固定負債   

長期借入金 4,178 3,600

退職給付に係る負債 16 15

資産除去債務 1,799 1,942

その他 1,694 1,721

固定負債合計 7,689 7,279

負債合計 25,969 28,617

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,640 1,648

資本剰余金 1,801 1,810

利益剰余金 27,305 28,106

自己株式 △313 △313

株主資本合計 30,434 31,252

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 62 133

その他の包括利益累計額合計 62 133

新株予約権 7 11

非支配株主持分 61 67

純資産合計 30,565 31,465

負債純資産合計 56,535 60,083
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年６月１日
　至　平成28年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年６月１日
　至　平成29年11月30日)

売上高 75,725 80,062

売上原価 57,919 61,474

売上総利益 17,806 18,587

販売費及び一般管理費 ※ 14,929 ※ 16,418

営業利益 2,877 2,169

営業外収益   

受取利息 14 14

受取配当金 4 5

受取賃貸料 14 9

受取補償金 6 18

その他 24 45

営業外収益合計 65 94

営業外費用   

支払利息 11 11

その他 0 0

営業外費用合計 11 11

経常利益 2,930 2,251

税金等調整前四半期純利益 2,930 2,251

法人税、住民税及び事業税 1,259 1,139

法人税等調整額 △79 △42

法人税等合計 1,180 1,096

四半期純利益 1,750 1,154

非支配株主に帰属する四半期純利益 3 2

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,746 1,152
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年６月１日
　至　平成28年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年６月１日
　至　平成29年11月30日)

四半期純利益 1,750 1,154

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △19 70

その他の包括利益合計 △19 70

四半期包括利益 1,730 1,225

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,726 1,223

非支配株主に係る四半期包括利益 3 2
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年６月１日
　至　平成28年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年６月１日
　至　平成29年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 2,930 2,251

減価償却費 1,777 2,271

のれん償却額 － 21

賞与引当金の増減額（△は減少） 26 23

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2 △0

受取利息及び受取配当金 △19 △19

支払利息 11 11

建設協力金の家賃相殺額 75 82

預り建設協力金の家賃相殺額 △10 △10

売上債権の増減額（△は増加） △15 △24

たな卸資産の増減額（△は増加） △634 △943

その他の流動資産の増減額（△は増加） 7 279

仕入債務の増減額（△は減少） △292 △188

その他の流動負債の増減額（△は減少） 92 △844

その他の固定負債の増減額（△は減少） 45 35

その他 5 15

小計 4,001 2,960

利息及び配当金の受取額 6 7

利息の支払額 △9 △9

法人税等の支払額 △1,305 △1,257

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,693 1,700

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △3,443 △4,076

無形固定資産の取得による支出 △26 △3

資産除去債務の履行による支出 － △2

差入保証金の差入による支出 △100 △164

差入保証金の回収による収入 7 28

建設協力金の支払による支出 △172 △38

預り建設協力金の受入による収入 47 62

事業譲受による支出 － △71

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
△15 －

短期貸付金の回収による収入 － 1

長期貸付金の回収による収入 2 0

その他 0 △14

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,700 △4,279

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の増減額（△は減少） 400 2,984

長期借入金の返済による支出 △346 △615

リース債務の返済による支出 △152 △87

株式の発行による収入 54 15

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △350 △351

非支配株主からの払込みによる収入 － 4

財務活動によるキャッシュ・フロー △395 1,949

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,403 △629

現金及び現金同等物の期首残高 6,115 5,431

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 4,712 ※ 4,801
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成28年６月１日

　　至 平成28年11月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年６月１日

　　至 平成29年11月30日）

従業員給料及び賞与 6,003百万円 6,535百万円

退職給付費用 31 24

賞与引当金繰入額 321 337

水道光熱費 1,410 1,593

賃借料 2,160 2,394

減価償却費 1,621 1,852

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　前第２四半期連結累計期間（自 平成28年６月１日 至 平成28年11月30日）及び当第２四半期連結累計期

間（自 平成29年６月１日 至 平成29年11月30日）

　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている現金及び預金勘定の残高は一

致しております。

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成28年６月１日　至　平成28年11月30日）

配当金支払額

 
(決議）

 
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年８月24日

定時株主総会
普通株式 350 25  平成28年５月31日  平成28年８月25日 利益剰余金

（注）１株当たり配当額には、創立30周年の記念配当３円が含まれております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成29年６月１日　至　平成29年11月30日）

配当金支払額

 
(決議）

 
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年８月23日

定時株主総会
普通株式 351 25  平成29年５月31日  平成29年８月24日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　前第２四半期連結累計期間（自　平成28年６月１日　至　平成28年11月30日）及び当第２四半期連結累計期

間（自　平成29年６月１日　至　平成29年11月30日）

当社グループにおける報告セグメントは小売事業のみであり、開示情報としての重要性が乏しいため、セグ

メント情報の記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成28年６月１日
至　平成28年11月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成29年６月１日
至　平成29年11月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 124円35銭 81円89銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額　　

（百万円）
1,746 1,152

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（百万円）
1,746 1,152

普通株式の期中平均株式数（株） 14,047,735 14,074,726

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 124円21銭 81円86銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額　　

（百万円）
－ －

普通株式増加数（株） 16,000 4,982

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。

EDINET提出書類

大黒天物産株式会社(E03423)

四半期報告書

16/17



 
 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年１月11日

大黒天物産株式会社
 

  取締役会　御中  

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 三宅　昇　　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 藤井　秀吏　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大黒天物産株式

会社の平成29年６月１日から平成30年５月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成29年９月１日から平

成29年11月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年６月１日から平成29年11月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大黒天物産株式会社及び連結子会社の平成29年11月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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